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概  要 

 

本技術では、珪藻土れんがの削り粉や軽石洗浄残などの多孔性副産物を活用

し、酸化鉄（ヘマタイト）粒子を取り込むことで、焼成時の凝集を防ぎ、赤色

の発色を維持する赤系無機顔料を合成しました。 

従来の酸化鉄顔料は焼成時に黒色化する課題がありましたが、本技術により安

定した赤色発色が可能となります。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の酸化鉄（ヘマタイト）顔料を陶磁器の上絵具に用いると、焼成時に粒子

が凝集して黒色化する課題がありました。これに対し、多孔性材料の副産物か

ら合成した無機顔料は凝集を抑え、赤色を維持します。さらに、酸化鉄の含有

量を調整することで、従来の酸化鉄では難しかった色調のバリエーションも実

現できます。 

本技術の 

有用性 

副産物を有効活用し、有害物質を使用しないことで、環境負荷を低減できます。

また、酸化鉄を原料として利用することで、コスト削減効果が期待されます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 陶磁器上絵、無機顔料 
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多孔性材副産物（外観） 

（左）珪藻土れんが削り粉 
（右）軽石洗浄残 
元となる多孔性材料が多く含まれ
ています。 

 
合成顔料を用いた上絵具試作品 
（左）色見本 
（右）上絵試作品 
酸化鉄含有量の調整により色調の
バリエーションを実現できます。 


